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待
望
の
西
新
井
橋
竣
工

区
の
大
動
脈
と
し
て
面
目
一
新

去
る
6
月
1
日
、
四
年
半
の
歳

月
と
、
総
工
費
七
億
四
千
八
百
万

円
に
上
る
巨
費
を
も
つ
て
西
新
井

橋
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
首
都
圏
整
備
事
業
の
一

環
と
し
て
国
庫
補
助
を
う
け
、
都

が
行
つ
た
も
の
で
す
。

新
橋
の
長
さ
四
四
四
・
六
メ
ー

ト
ル
、
幅
一
五
メ
ー
ト
ル
、
橋
台

二
基
、
橋
脚
一
二
基
、
橋
造
形
式

は
ゲ
ル
バ
ー
式
鋼
床
版
格
子
桁
、

こ
れ
に
使
つ
た
鋼
材
一
、
六
八
五

ト
ン
、
鉄
筋
六
三
二
ト
ン
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
一
二
、
九
〇
〇
立
方
メ

ー
ト
ル
。
二
十
ト
ン
自
動
車
に
も

び
く
と
も
し
な
い
一
等
橋
で
す
。

旧
橋
は
荒
川
放
水
路
の
開
さ
く

に
と
も
な
い
大
正
1
1年
3
月
に
架

設
さ
れ
た
幅
六
・
五
メ
ー
ト
ル
と

い
う
旧
式
な
木
橋
、
最
近
は
交
通

量
が
増
大
し
た
た
め
、
修
理
に
つ

ぐ
修
理
で
大
変
危
険
な
状
態
と
な

つ
て
い
ま
し
た
。

竣
工
式
は
都
の
主
催
に
よ
り
午

前
1
0
時
修
抜
式
の
神
事
を
行
な

い
、
東
都
知
事
の
手
で
渡
り
初
め

の
テ
ー
プ
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
、渡
り
初
め
の
三
夫
婦
に
は
、

本
木
町
二
丁
目
二
一
一
九
の
鎌
田

泉
さ
ん
一
家
が
選
ば
れ
、
数
千
の

区
民
に
拍
手
を
お
く
ら
れ
な
が
ら

無
事
こ
の
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

西
新
井
橋
は
出
来
た
け
れ
ど
も

ま
だ
ま
だ
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
問

題
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

竣
工
式
の
あ
と
十
五
中
で
行
わ

れ
た
区
主
催
の
祝
賀
会
の
席
上
、

岡
崎
区
長
は
「
西
新
井
橋
と
西
新

井
方
面
を
結
ぶ
補
助
百
号
路
線

や
、
上
流
の
江
北
橋
の
架
替
等
の

完
成
を
一
日
も
早
く
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

(
写
真
は
西
新
井
橋
渡
り
初
め
)

7
・
8
月
の

人
権
身
の
上
相
談
日

7
月
2
2日
(
土
)
1
時
～
4
時

8
月
2
2日
(
金
)
1
時
～
4
時

と
こ
ろ
・
産
業
振
興
館
相
談
室

身
の
上
、
一
身
上
の
こ
と
で
お

困
り
の
方
、
家
庭
内
の
問
題
で
お

困
り
の
方
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

悪
い
病
気
が
流
行
し
な
い
よ
う

環
境
衛
生
を
守
ろ
う

区
政
の
お
知
ら
せ
号
外
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
区
内
各
地
に

小
児
マ
ヒ
が
発
生
し
て
お
り
ま
す

が
、
い
ま
は
小
児
マ
ヒ
や
日
本
脳

炎
、
赤
痢
な
ど
悪
い
病
気
の
流
行

期
で
す
。
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る

「
カ
と
ハ
エ
を
な
く
す
都
民
運

動
」
は
、
各
町
会
の
ご
協
力
で
年

々
そ
の
効
果
を
あ
げ
て
き
て
い
ま

す
が
、
な
お
一
層
の
努
力
が
必
要

で
す
。

あ
る
町
会
で
は
、
衛
生
班
の
方

々
が
毎
月
数
回
、
ま
だ
商
店
が
店

を
開
け
な
い
う
ち
に
と
、
午
前
五

時
頃
か
ら
町
内
の
ロ
ジ
や
ド
ブ

や
、
家
の
間
の
す
き
ま
に
い
た
る

ま
で
く
ま
な
く
薬
剤
を
撒
き
ち
ら

し
、
相
当
効
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
環
境
衛
生
に
従

事
さ
れ
る
方
々
は
本
当
に
大
変
な

ご
苦
労
で
す
。
一
般
の
家
庭
で

も
、
こ
の
衛
生
委
員
の
方
々
に
是

非
協
力
し
て
、
カ
や
ハ
エ
が
ふ
え

な
い
よ
う
、
ま
ず
家
の
ま
わ
り
か

ら
整
理
整
と
ん
し
て
下
さ
い
。
き

た
な
い
ゴ
ミ
や
水
た
ま
り
を
な
く

し
、
雑
草
を
よ
く
か
り
と
り
ま
し

よ
う
。

ま
た
薬
剤
撒
布
の
日
は
各
家
庭

の
前
へ
、
エ
ン
ジ
ン
ス
プ
レ
ー
用

の
水
を
バ
ケ
ツ
に
く
ん
で
お
く
な

ど
作
業
の
能
率
を
あ
げ
る
よ
う
手

伝
つ
て
下
さ
い
。

6月1日現在の人口

人口　416, 683
世帯　1O1, 273

昨年6月1日現在より19, 490
人7, 191世帯の増「食糧配給
台帳による人口世帯」
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台 風

にそなえて
地
盤
沈
下
続
く

綾
瀬
川
な
ど
堤
防
カ
サ
上
げ

最
近
に
お
け
る
地
盤
沈
下
は
、
年
々
は
げ
し

く
な
つ
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
沈
下
は
、
台
風

期
に
洪
水
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
、
私
た
ち
の
生

活
に
非
常
な
危
険
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
都
や

区
で
は
綾
瀬
川
な
ど
高
潮
に
よ
つ
て
は
ん
ら
ん

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
外
郭
堤
防
の
カ
サ
上
げ
や

排
水
場
の
強
化
に
懸
命
の
努
力
を
は
ら
つ
て
い

ま
す
。

当
区
で
も
、
台
風
時
は
勿
論
で
す
が
、
平
時

で
も
、
こ
の
地
盤
沈
下
の
た
め
、
ミ
ゾ
や
ド
ブ

の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
大
変
困
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
排
水
路
の
改
良
を
急
ピ
ツ
チ
で
進

め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柵
渠
を
ほ
ど
こ
し
て
い
ま

す
が
、
せ
つ
か
く
良
く
し
た
排
水
路
へ
心
な
い

人
た
ち
が
ゴ
ミ
を
捨
て
ま
す
の
で
、
水
の
流
れ

の
悪
い
所
が
あ
ち
こ
ち
で
み
か
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
私
た

ち
の
排
水
路
は
私
た
ち
の
生
活
に
結
び
つ
い
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
を
み
か

け
た
ら
捨
て
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

川
の
現
状
を
よ
く
知
つ
て
お
こ
う

危
険
個
所
に
は
細
心
の
注
意

一
、
荒

川

荒
川
(
隅
田
川
)
は
岩
淵
水
門

で
洪
水
量
の
調
整
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
上
流
か
ら
の
洪
水
に
よ
る

危
険
は
極
め
て
少
な
い
の
で
す

が
、
異
常
高
潮
に
よ
る
危
険
が
非

常
に
あ
り
ま
す
。旧
豊
島
橋
よ
り

上
流
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り

は
、
3
4年
に
応
急
に
仮
設
護
岸
を

し
た
ま
ま
で
す
。こ
の
本
格
的
護

岸
は
3
6年
度
の
予
算
で
改
築
さ
れ

ま
す
が
、
本
年
は
ま
だ
危
険
で

す
。
ま
た
、
新
田
一
丁
目
で
は
環

状
七
号
路
線
の
橋
を
か
け
る
た
め

予
定
線
上
に
護
岸
が
な
く
、
板
柵

で
一
応
仮
護
岸
が
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
を
要
し
ま
す
。

ま
た
、
当
区
側
の
護
岸
は
荒
川

区
側
に
比
較
し
ま
す
と
三
〇
セ
ン

チ
位
低
い
の
で
全
面
的
に
高
く
す

る
よ
う
都
に
要
請
し
ま
し
た
が
、

都
で
も
目
下
考
慮
中
で
す
。

二
、
荒
川
放
水
路

こ
の
放
水
路
は
、
特
に
危
険
な

個
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
年

年
の
地
盤
沈
下
に
そ
な
え
て
、
建

設
省
で
は
、
土
手
の
カ
サ
上
げ
を

行
な
つ
て
い
ま
す
。
3
6
年
度
に
お

い
て
は
、
左
岸
江
北
橋
と
西
新
井

橋
の
間
を
引
続
き
カ
サ
上
げ
の
予

定
で
す
が
、
道
路
と
し
て
使
用
中

の
た
め
、
建
設
省
で
は
一
気
に
完

成
さ
せ
よ
う
と
準
備
中
と
の
こ
と

で
す
。

三
、
綾

瀬

川

こ
の
川
は
、
下
流
か
ら
く
る
高

潮
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
の

で
、
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

し
た
が
つ
て
現
在
常
盤
線
上
流

か
ら
嘉
平
橋
ま
で
高
さ
一
メ
ー
ト

ル
以
上
も
護
岸
工
事
を
し
ま
し
た

が
、
こ
の
工
事
は
更
ら
に
3
6年
度

中
に
は
内
匠
橋
ま
で
完
成
す
る
予

定
で
す
。

し
か
し
こ
ゝ
で
も
嘉
平
橋
上
流

で
環
状
七
号
路
線
の
橋
を
か
け
る

た
め
、
護
岸
を
と
り
は
ら
い
ま
し

た
の
で
十
分
警
戒
を
必
要
と
し
ま

す
。ま

た
、
堤
防
沿
い
に
水
門
や
圦
(

い
り
)
樋
(
ひ
)
が
多
い
の

で
、
こ
れ
ら
の
取
扱
い
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

四
、
中

川

中
川
は
当
区
に
接
し
て
い
る
部

分
で
は
、
特
に
危
険
と
認
め
ら
れ

る
個
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
川
の

流
れ
が
、
足
立
区
寄
り
に
な
つ
て

い
る
関
係
で
、
上
流
の
水
量
に
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
2
2年
の
キ
ヤ
ス
リ

ン
台
風
で
決
壊
し
た
佐
野
町
付
近

の
川
の
中
の
護
岸
が
古
い
た
め
、

こ
の
部
分
の
警
戒
も
必
要
で
す
。

排
水
場
は
ど
う
か
?

現
在
当
区
内
に
は
二
十
四
カ
所

の
排
水
場
が
あ
り
、
モ
ー
ト
ル
・

ヂ
ー
ゼ
ル
あ
わ
せ
て
ポ
ン
プ
の
数

は
四
十
二
台
、
毎
分
三
千
五
百
ト

ン
の
水
を
排
水
し
ま
す
。

年
平
均
七
セ
ン
チ
も
地
盤
が
沈

下
し
て
い
る
た
め
、
自
然
に
排
水

出
来
な
い
の
で
、
平
時
で
も
ポ
ン

プ
で
く
み
出
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ポ
ン
プ
の
増
強
や

排
水
場
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
都

に
要
請
し
、
遂
次
改
善
す
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

台
風
警
報
が
で
た
ら

台
風
が
く
る
前
に

1
　
家
の
周
囲
を
片
付
け
、
出
水

に
よ
つ
て
木
箱
や
ゴ
ミ
が
流
れ

だ
さ
な
い
よ
う
に
整
頓
す
る
。

2
　
屋
根
・
雨
戸
・
塀
・
立
木
・

看
板
な
ど
が
倒
れ
た
り
飛
ん
だ

り
し
な
い
よ
う
応
急
修
理
を
す

る
。

3
　
会
社
、
工
場
で
は
、
水
で
発

火
す
る
薬
品
、
重
油
の
よ
う
な

よ
ご
れ
る
油
が
流
れ
だ
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

避

難

の

用

意

1
　
子
供
や
老
人
に
名
札
を
つ
け

る
。

2
　
二
食
分
ぐ
ら
い
の
食
物
(
水

や
火
を
必
要
と
し
な
い
も
の
)

と
飲
み
水
を
用
意
す
る
。

3
　
手
拭
、
チ
リ
紙
、
最
少
限
の

着
換
用
肌
着
、
懐
中
電
灯
、
救

急
薬
品
を
ま
と
め
て
お
く
。

4
　
貴
重
品
は
一
ま
と
め
に
袋
へ

入
れ
て
お
く
。

5
　
火
気
に
十
分
注
意
す
る
。

出

水

し

た

ら

1
　
木
の
蓋
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
は

赤
旗
を
立
て
る
。

2
　
家
の
中
に
浸
水
し
た
ら
、
水

道
に
汚
水
が
入
ら
な
い
よ
う
ジ

ヤ
口
を
し
め
、
ホ
ー
ス
を
と
る

3
　
素
足
は
ケ
ガ
の
も
と
、
歩
く

と
き
は
「
つ
え
」
を
も
つ
こ
と

避

難

所

1
　
区
立
の
小
中
学
校
は
避
難
所

と
な
り
ま
す
が
、
急
が
な
け
れ

ば
非
常
に
危
険
な
と
き
は
、

「
緊
急
避
難
者
収
容
所

足
立
区
役
所
」

と
標
示
し
て
あ
る
民
間
の
高
層

建
築
物
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

2
　
避
難
所
で
は
、
学
校
を
よ
ご

さ
ぬ
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

台
風
が
去
つ
た
ら

1
　
ゴ
ミ
は
、
自
動
車
の
通
行
で

き
る
道
路
上
へ
集
め
て
お
く
。

2
　
ふ
ん
尿
は
勝
手
に
汲
み
捨
て

な
い
こ
と
。

3
　
水
を
か
ぶ
つ
た
ジ
ヤ
口
や
地

下
水
槽
は
よ
く
消
毒
す
る
。

4
　
生
水
や
冠
水
食
品
は
飲
食
し

な
い
こ
と
。

5
　
手
を
洗
い
、
子
供
に
水
遊
び

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

区
議
会
だ
よ
り

6
月
2
7
日
か
ら
区
議
会
で
は

第
二
回
定
例
会
を
開
い
て
い
ま

す
。今

回
の
議
題
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り

総
額
五
億
八
千
七
百
八
拾
余
万

円
に
の
ぼ
る
、
歳
入
歳
出
追

加
予
算
、
区
営
島
根
第
三
児
童

遊
園
の
設
置
、
公
益
質
屋
の
貸

付
最
高
額
の
引
上
げ
、
水
防
に

従
事
し
た
方
の
災
害
補
償
に
関

す
る
条
例
、
江
北
小
学
校
分
校

の
建
設
予
定
地
の
買
収
、
西
新

井
小
学
校
分
校
の
増
築
・
第
十
中

の
増
改
築
・
東
淵
江
小
学
校

分
校
の
増
築
に
関
す
る
契
約
、

移
動
図
書
館
「
き
ぼ
う
号
」
の

新
車
購
入
の
契
約
、
区
道
の
変

更
等
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
追
加
予
算
の
な
か
で

新
し
い
事
業
に
関
し
て
捨
つ
て

み
ま
す
と

大
谷
田
地
区
プ
ー
ル
施
設
費

の
追
加
、
宮
城
地
区
図
書
館
建

築
費
の
追
加
、
収
容
人
員
約
千

人
の
文
化
会
館
建
設
費
、
学
校

校
舎
体
育
館
等
の
建
設
費
追
加

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

電
々
公
社
か
ら
お
知
ら
せ

6
月
2
5日
か
ら
吉
原
電
話
局
が
開

局
し
ま
し
た
。

八
七
二
局
・
八
七
三
局
・
で
す
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国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

き
よ

出
年

金

4
・
5
・
6
月
分
保
険
料
の

納
期
限
は
7
月
末
日
で
す

保
険
料
の
納
期

国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
は
、
4

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
4

・
5
・
6
月
分
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
7
月
末
日
ま
で
に
納
め
て
下

さ
い
。

保

険

料

の

額

保
険
料
は
満
2
0才
か
ら
満
3
4才

ま
で
月
額
一
〇
〇
円
、
満
3
5才
以

上
は
月
額
一
五
〇
円
で
す
。

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
を
納
め
る
方
法
は
、
区

役
所
又
は
出
張
所
の
窓
口
で
買
っ

て
い
た
だ
い
た
国
民
年
金
印
紙
を

国
民
年
金
手
帳
に
は
っ
て
消
印
(

検
認
)
を
し
て
も
ら
う
ス
タ
ン
プ

方
式
で
す
。
国
民
年
金
印
紙
を
手

帳
に
は
っ
た
だ
け
で
は
納
め
た
こ

と
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
必
ず
消
印

(
検
認
)
を
し
て
も
ら
つ
て
下
さ

い
。な

お
、
7
月
か
ら
は
区
の
係
員

が
、
お
よ
そ
3
カ
月
に
一
回
の
割

で
、
被
保
険
者
の
ご
家
庭
に
伺
っ

て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

保
険
料
の
前
納

保
険
料
を
一
年
以
上
ま
と
め
て

納
め
た
方
に
は
前
納
制
度
が
あ
っ

て
前
納
す
る
年
数
に
応
じ
て
割
引

さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
の
制
度
を
ご

利
用
下
さ
い
。

保
険
料
の
免
除

保
険
料
の
納
め
ら
れ
な
い
人
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
免
除
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。生
活
保
護
法
に
よ

る
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
や
病
気

そ
の
他
の
理
由
で
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
申
し
出

て
下
さ
い
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
ま

す
と
保
険
料
は
納
め
な
く
て
も
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

福

祉

年

金

所
得
状
況
届
を
出
し
ま
し
よ
う

6
月
1
日
か
ら
3
6
年
分
の
所
得

状
況
届
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
届
を
し
ま
せ
ん
と
、
9

月
に
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
未
だ
届
の
済
ん
で
な
い

方
は
お
早
く
お
出
し
下
さ
い
。

ま
た
、
5
月
分
の
福
祉
年
金
を

ま
だ
受
け
て
な
い
方
は
お
早
く
お

受
け
取
り
下
さ
い
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
せ
や
受
付
は

区
役
所
国
民
年
金
課
、
ま
た
は

各
出
張
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
、
国
民
年
金
が
よ
く
わ
か

ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
や
、
納

得
の
ゆ
か
な
い
点
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
年
金
課
へ
お

い
で
下
さ
い
。

国
民
年
金
は
新
し
い
制
度
で
す

し
、
国
会
で
も
ま
だ
き
め
ら
れ
て

な
い
事
柄
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
将
来
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た

制
度
で
す
か
ら
よ
く
知
つ
て
い
た

だ
い
て
ご
協
力
下
さ
い
。

相
談
一
般
区
民
相
談
毎
日

九
時
～
五
時
△
税
務

商
工
・
保
護
相
談
毎
週
木
曜
日
一

時
～
四
時
△
法
律
相
談
毎
月
第
三

木
曜
日
一
時
～
四
時
△
場
所
産
業

振
興
館
相
談
室
・
お
気
軽
に
お
で

か
け
下
さ
い
。
一
切
無
料
で
す
。

産
業
振
興
館
だ
よ
り

結
婚
式
に
つ
い
て

昭
和
三
十
年
四
月
開
館
か
ら
今

日
ま
で
に
、
当
館
で
結
婚
式
を
挙

げ
た
数
は
す
で
に
三
千
組
に
な
ん

な
ん
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
数
も

年
毎
に
増
加
の
傾
向
を
た
ど
つ
て

お
り
、

昭
和
三
十
年
度
　
　
一
六
九
組

三
十
一
年
度
　
二
八
六
組

三
十
二
年
度
　
四
八
三
組

三
十
三
年
度
　
五
二
四
組

三
十
四
年
度
　
六
一
二
組

三
十
五
年
度
　
六
七
〇
組

の
よ
う
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

次
に
三
十
五
年
度
六
七
〇
組
に

つ
い
て
、
こ
の
式
に
一
体
ど
の
位

の
参
列
者
が
あ
つ
た
か
を
調
べ
ま

し
た
と
こ
ろ
、
一
万
五
千
八
百
四

十
九
名
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
郎
・
新
婦
を
住
所
に

よ
つ
て
分
類
し
て
見
ま
し
た
。

(
1
)
足
立
区
民
同
志
の
も
の

(
2
)
一
方
が
足
立
区
民
で
相
手
が

区
以
外
の
も
の

(
3
)
両
者
と
も
東
京
都
の
他
区
の

も
の

(
4
)
双
方
と
も
他
府
県
の
も
の

以
上
の
四
通
り
に
し
ま
す
と

(
1
)
二
四
一
組
　
三
五
・
九
七
%

(
2
)
三
五
五
組
　
五
二
・
九
七
%

(
3
)
　
五
八
組
　
　
八
・
六
六
%

(
4
)
　
一
六
組
　
　
二
・
三
八
%

こ
の
結
果
(
1
)
(
2
)
の
合
計
五
九
六

組
、
つ
ま
り
約
九
割
が
区
民
の
利
用

者
、
一
割
が
区
外
の
利
用
者
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

結
婚
式
と
も
な
る
と
、
何
と
い
つ

て
も
日
取
り
の
選
定
が
問
題
に

な
り
ま
す
が
、
大
安
が
圧
当
的

で
、
次
が
友
引
、
先
勝
の
順
で
、

他
の
日
は
止
む
を
得
ず
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
仏
減
は
き
ら
わ
れ

ま
す
が
、
ま
れ
に
は
仏
減
で
も
結

構
と
い
う
方
も
あ
り
ま
す
。
六
耀

偏
重
を
な
く
す
こ
と
に
よ
つ
て
、

も
つ
と
数
多
く
の
人
々
が
式
場
難

か
ら
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。

教 育 相 談 所 の 相 談 日 は

毎 週 水 ・金 曜 日 で す

(午前1O時から4時30分まで)

知能のおくれているお子さんや, 身体の不自由なお子さ

んについて, それぞれ専問家がご相談いたします。
ところ・千住旭町、千寿第四小学校内

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

昨
年
1
2月
着
工
し
ま
し
た
当
署

新
庁
舎
は
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
近
く
完
成
の
予
定
で
す
。
手
狭

な
庁
舎
で
何
か
と
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
7
月
2
4

日
(
月
)
か
ら
は
左
記
新
庁
舎
で

執
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
7
月
2
2
日
(

土
)
ま
で
は
旧
庁
舎
で
執
務
し

て
い
ま
す
。

足
立
税
務
署

記

一
、
移
転
先

場
所
・
足
立
区
千
住
旭
町
五
十
二

番
地
(
国
電
北
千
住
駅
東

口
よ
り
徒
歩
三
分
)
北
千

住
東
口
商
店
街
通
り
新
井

病
院
手
前
を
右
に
入
る

電
話
　
(
8
8
1
)
代
三
一
六
一

(
局
番
、
番
号
と
も
従
来
と
変

わ
り
ま
せ
ん
)
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本
木
町
三
丁
目
本
木
町
一
丁
目
及
び
興
野
町
の
一
部
が

6
月
1
日
か
ら
新
町
名
新
地
番
に

本
木
町
三
丁
目
、
本
木
町
一
丁

目
及
び
興
野
町
の
一
部
が
本
木
東

町
・
本
木
西
町
・
本
木
南
町
・
本

木
北
町
と
四
つ
の
町
に
分
け
ら
れ

て
6
月
1
日
か
ら
新
し
い
町
名
、

地
番
に
変
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
い
の
方
は
、

戸
籍
、
住
民
登
録
及
び
土
地
台
帳

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
関
係
が

あ
る
の
で
、
次
の
こ
と
を
ご
承
知

下
さ
い
。

な
お
、
出
張
所
の
所
管
区
域
は

変
り
ま
せ
ん
。

整
理
さ
れ
た
区
域

下
の
図
を
ご
覧
下
さ
い
。

戸
籍
に
つ
い
て
(
こ
の
地
区

に
本
籍
の
あ
る
方
の
み
)

戸
籍
の
本
籍
地
番
更
正
は
区
役

所
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

支
所
戸
籍
課
か
ら
町
名
地
番
変
更

申
出
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の

で
、
記
入
の
上
出
張
所
に
お
出
し

下
さ
い
。

但
し
お
急
ぎ
の
場
合
は
直
接
梅

島
支
所
の
戸
籍
課
窓
口
で
更
正
の

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

住
民
登
録
に
つ
い
て

出
張
所
で
取
り
扱
っ
て
い
る
住

民
登
録
・
印
鑑
登
録
及
び
配
給
台

帳
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
係
で
新
し

い
町
名
地
番
に
書
き
替
え
ま
す
か

ら
別
に
手
続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。

土

地

家

屋

は

東
京
法
務
局
足
立
出
張
所
(
登

記
所
)
で
取
り
扱
っ
て
い
る
土
地

台
帳
及
び
登
記
簿
は
物
件
を
表
示

す
る
町
名
地
番
だ
け
職
権
で
訂
正

さ
れ
ま
す
が
、
所
有
者
の
住
所
は

本
人
の
申
告
に
よ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
住
所
訂
正
を
申

告
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

但
し
家
屋
台
帳
の
修
正
に
つ
い

て
は
登
記
所
が
職
権
で
訂
正
が
出

来
ま
せ
ん
の
で
本
人
の
修
正
申
告

が
必
要
で
す
。
そ
の
他
都
税
事
務

所
・
保
健
所
及
び
福
祉
事
務
所
な

ど
の
関
係
に
つ
い
て
は
特
別
の
場

合
を
除
き
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
す
る

所
で
書
き
替
え
ま
す
か
ら
別
に
手

続
き
は
い
り
ま
せ
ん
。

町
名
地
番
変
更
の

証
明
に
つ
い
て

自
動
車
の
車
検
、
運
転
免
許
証

な
ど
の
住
所
訂
正
、
そ
の
他
の
手

続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

に
は
、
こ
れ
に
必
要
な
町
名
地
番

変
更
の
証
明
書
を
第
八
出
張
所
、

又
は
梅
島
支
所
地
番
整
理
係
で
当

分
の
間
無
料
で
発
行
い
た
し
ま
す

足立区 本木東町　本木西町
本木南町　本木北町新旧町名地番対照図

引
揚
者
給
付
金
請
求
の
時
効
一
年
延
期

―
昭
和
3
7
年
5
月
1
6
日
ま
で
―

昭
和
3
6年
5
月
1
6日
ま
で
で

あ
っ
た
請
求
期
限
が
一
年
延
び

て
、
昭
和
3
7年
5
月
1
6日
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
未
請
求
お
よ

び
返
戻
書
類
を
お
持
ち
の
方

は
、
こ
の
期
間
に
請
求
書
を
お

出
し
下
さ
い
。

国
庫
債
券
担
保

援
護
資
金
の
貸
付

引
揚
者
国
庫
債
券
を
お
持
ち

の
方
で
、
資
金
を
必
要
と
す
る

家
庭
に
は

、
左
記
の
枠
で
貸
付

し
ま
す
。
受
付
期
限

は
毎
月
の

月
末
締
切
で
翌
月
の
下

旬
に
資

金
を
交
付
し
ま
す

。

二
八
、〇
〇
〇
円
券
は
一
六
、〇
〇〇
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円
券
は
一
一
、
〇
〇
〇
円

一
五
、〇
〇
〇
円
券
は
　
八
、〇
〇
〇
円

七
、〇
〇
〇
円
券
は
　
四
、〇
〇
〇
円

受
付
・
問
合
せ
先

区
役
所
民
生
課
福
利
係

(
8
8
8
)
二
一
五
一

梅
島
支
所
庶
務
課
(
8
8
1
)
三
一
六
八

「
カ
と
ハ
エ
を
な
く
す
都
民
運
動
」

足
立
区
の
つ
ど
い

と

き
・
7
月
2
1日
(
金
)
午
後
6
時
3
0分
開
会

と
こ
ろ
・
産
業
振
興
館
公
会
堂
(
区
役
所
と
な
り
)

第

一

部

都
・
区
よ
り
こ
の
運
動
に
つ
い
て
の
お
願
い
と
あ
い
さ
つ

第

二

部

「
私
達
は
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
運
動
を
進
め
て
い
る
」

柳
原
西
町
会
衛
生
部
長
　
石
山
幸
太
郎
さ
ん
の
実
践
発
表

第

三

部

ア
ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン
　
(
漫
才
・
紙
切
り
・
西
崎
流
若
葉
会
一
行
の
民

謡
舞
踏
な
ど
)

当
日
は
「
街
頭
都
民
相
談
」
都
公
聴
車
「
こ
だ
ま
」
が
入
口
に
お
り

ま
す
の
で
都
政
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
、
ま
た
弁
護
士
が
来
て
い
ま
す

の
で
法
律
相
談
も
い
た
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
中

申
込
締
切
は
7
月
1
5
日

二
等
陸
・
海
・
空
士
自
衛
官
は
6

月
1
日
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す

が
、
7
月
1
5日
が
第
2
次
の
締
切

日
で
す
。こ
の
期
間
中
に
申
込
ん

だ
方
は
7
月
2
6日
に
産
業
振
興
館

で
採
用
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

申
込
み
場
所
は
区
役
所
総
務
課

利
息
の
安
い

公
益
質
屋
を
ご
利
用
下
さ
い

区
営
の
公
益
質
屋
は
千
住
寿
町

と
本
木
二
丁
目
の
二
カ
所
に
あ
り

安
い
利
息
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

○
利
子
は
、
貸
付
千
円
に
つ
き
、

十
五
日
間
(
半
月
)
十
五
円

三
十
日
間
(
一
月
)
三
十
円

○
貸
付
期
間
は
最
高
四
カ
月
ま
で


